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安倍・菅・岸田内閣の11年間で社会保障費削減７兆3700億円以上安倍・菅・岸田内閣の11年間で社会保障費削減７兆3700億円以上
〇予算編成過程での自然増削減（国費）〇予算編成過程での自然増削減（国費）――計２兆3700億円計２兆3700億円 〇法改悪による削減（給付費）〇法改悪による削減（給付費）――計５兆円以上計５兆円以上

2013年度2013年度 生活保護の生活扶助費削減など生活保護の生活扶助費削減など ▲▲3000億円3000億円 年金　年金　 2013～23年度2013～23年度 「マクロ経済スライ「マクロ経済スライ

ド」「賃金マイナススド」「賃金マイナスス

ライド」「特例水準解ライド」「特例水準解

消」で実質7.3％削減消」で実質7.3％削減 ▲▲４兆3000億円４兆3000億円

2014年度2014年度 診療報酬の実質1.26％削減など診療報酬の実質1.26％削減など ▲▲4000億円4000億円

2015年度2015年度 介護報酬の2.27％削減など介護報酬の2.27％削減など ▲▲4700億円4700億円

2016年度2016年度 診療報酬の1.13％削減など診療報酬の1.13％削減など ▲▲1700億円1700億円

2017年度2017年度 医療・介護の自己負担の上限引き医療・介護の自己負担の上限引き

上げなど上げなど ▲▲1400億円1400億円

医療医療 2014～18年度2014～18年度 70～74歳の患者負担２70～74歳の患者負担２

割化割化 ▲▲2000億円2000億円

2018年度2018年度 診療報酬の1.19％削減など診療報酬の1.19％削減など ▲▲1300億円1300億円 2019年度2019年度 後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料

の軽減縮小の軽減縮小 ▲▲170億円170億円2019年度2019年度 生活保護費の段階的引き下げなど生活保護費の段階的引き下げなど ▲▲1300億円1300億円

2020年度2020年度 協会けんぽへの国庫補助削減など協会けんぽへの国庫補助削減など ▲▲1300億円1300億円 2021年度2021年度 75歳以上の医療費２割75歳以上の医療費２割

負担導入負担導入 ▲▲5000億円5000億円2021年度2021年度 後期高齢者医療保険料の引き上げ後期高齢者医療保険料の引き上げ

などなど
▲▲1300億円1300億円

介護介護 2015年度2015年度 利用料に２割負担導入利用料に２割負担導入 ▲▲750億円750億円

2022年度2022年度 診療報酬の0.94％削減など診療報酬の0.94％削減など ▲▲2200億円2200億円 2016～17年度2016～17年度 施設の居住費・食費負施設の居住費・食費負

担増担増2023年度2023年度 雇用調整助成金の特例縮減など雇用調整助成金の特例縮減など ▲▲1500億円1500億円 ▲▲700億円700億円

2018年度2018年度 利用料に３割負担導入利用料に３割負担導入 ▲▲20億円20億円

※削減額が判明しているものだけを計算※削減額が判明しているものだけを計算
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看護師の実態から見る医療現場のいま

日本共産党・政策委員会　谷本論さん提供資料を基に作成

青年の思いと食い違い　大阪・関西万博 （３面）

どんなことを学びたい？　どんな仕事がしたい？ （６、７面）

三位一体で進められる大企業優遇政治 （10、11面）

314716102023年　 月　 日（月）

　看護師を目指したきっかけは、私

が病院で受診した時に、看護師さん

が「痛かったよね」って言って慰
なぐさ

め

てくれる姿を見て「看護師っていい

な」と思ったからです。現在は地域

の病棟で、退院までの期間を過ごさ

れている患者さんのケアをしていま

す。

　患者さんの体調管理や、退院後に

必要なサポートを考える会議にも参

加しています。患者さん自身が元気

になって退院する時に「ありがと

う」と、感謝の言葉を言われたとき

は、「看護師やっててよかったな」

って思います。

　やりがいを感じる一方で、業務も

多く、なかなか定時で退勤すること

ができません。日勤の際、夜勤との

引き継ぎ後も記録やカルテの記入、

場合によっては患者さんの対応もし

なければならず、定時よりも１～２

時間ほど遅く退勤する日が多いで

す。職場の責任者からは「定時で上

がるように」とプレッシャーをかけ

られるのですが、慢性的な人手不足

によりそれも難しい状態です。

　本当はもっと患者さん一人ひとり

に対してじっくり時間をかけて寄り

添った看護をしたいのですが、時間

の余裕がなく、時々、注意が聞けな

い患者さんのことを怒ってしまうこ

ともあります。本当は、もっと話し

合う中で患者さん自身がなぜそうい

う行動をするのか、行動の原因を突

き止めることなどができれば患者さ

んの負担も少なくできるのに、とい

う思いがあります。　

やりがいはあるけど…

　　　　　　　　　　　　斎藤さん（27）　看護師６年目

　母が看護師で、仕事の話をよく聞

く中で看護師の仕事はとてもやりが

いがあると感じたことがきっかけ

で、私も目指すようになりました。

　普段は一般病棟で働いていて、患

者さんの体調管理や体をきれいにす

るなど、日常生活を送る上で必要な

ケアを行っています。

　患者さんとの何気ない会話は楽し

いし、感謝の言葉をかけられたり名

前を覚えてくれたりするのはうれし

く、仕事のモチベーションになって

います。

　コロナ禍によって、私の働く一般

病棟にはコロナ病床が設置されまし

た。一般病棟の担当者がコロナ病床

も担当するため、一般病棟の人数は

少なくなり、業務も大変な状態です。

　私もコロナ病床を担当しているの

で、クラスターを発生させないよう

にと意識していますが、精神的には

かなり削られます。

　それでも、看護の仕事にはやりが

いを持っています。患者さんの苦し

みや痛みをできるだけ聞き取って、

軽減させたいと思っていますし、患

者さんが元の生活に戻れるように、

患者さんや家族の思いに寄り添った

看護をしていきたいと思っていま

す。

患者さんとその家族に寄り添いたい　

　　　　　　　　　　　野口さん（24）　看護師２年目

　一般病棟を担当していて、普段は

手術後の患者さんの状態の観察や、

生活上のケアを行っています。

　入職当初はコロナ禍で実習があま

りできなかったため、スキルをなか

なか身につけられず、働くことに不

安がありました。それでも、先輩た

ちに指導してもらったり相談に乗っ

てもらったりしながら、日々楽しく

働いています。

　私の病院はコロナ病棟があり、一

般病棟の看護師がローテーションで

担当をしています。私も何度か担当

をしていますが、基本的にクラスタ

ー発生を防ぐため、一度担当になる

と長時間コロナ病棟での仕事を行う

ことになります。その際、帽子をか

ぶり、長袖のガウンと呼ばれる防護

服を着て、ゴーグルやフェイスシー

ルド、医療用のマスクを着用して、

手袋をつけて作業をするのですが、

これがすごく暑くて、体温がこもる

ためとても大変です。

　世間のコロナ対応が５類に移行し

ても、病院内では２類の対応をしな

ければいけません。５類に移行した

ことで全数把握がなくなり、定点把

握となりましたが、感染者数が増え

ているのか減っているのかが分から

ないと、そもそも外出を減らすべき

かどうかの判断もつかなくなるため

不安です。

病院内では２類相当の対応

　　　　　　　　　　　田中さん（24）　看護師２年目

　医労連が行った「2022年看護

職員の労働実態調査」では「看

護師を辞めたい」の理由に「人

手不足で仕事がきつい」（58.1

％）、「賃金が安い」（42.6％）

が上位を占めており、現場で働

く看護師からは「夜勤・残業を

してやっと生活が成り立ってい

るのは根本的におかしい」と、

賃上げを求める声も上がってい

ます。

　また、不払い賃金・前残業・

後残業（情報収集・引き継ぎな

ど）が実質サービス残業になっ

ている場合があります。

　同調査でも、賃金不払い労働

が全体の７割にも上るほか、月

10時間以上が14.5％、20時間以

上が5.2％、30時間以上が1.7％

となっています。

　また同調査では、３交替勤務

の夜勤日数の平均が7.2日、ひ

と月の３交替勤務の夜勤「９日

以上」が４割など、不規則な勤

務実態が問題になっています。

医労連・中央執行委員会の松田

加寿美さんは「そもそも人手が

少ない中、コロナ感染症によっ

て、感染した看護師の代わりに

仕事を行わなければならず、中

には20連勤した看護師もいた」

と話します。

医労連アンケートから見えてきた看護師の実態


